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ま え が き 

 

PC 道路橋は品質や耐久性の高さが評価されるとともに定期的な維持管理作業が少な

いことが評価され，1951 年の長生橋に始まり，これまでに膨大な量が整備され，我が国

の社会経済の発展に大きく貢献してまいりました。社会資本を取り巻く社会環境が大き

く変化するなか，PC 道路橋を今後も永く運用していくために適切に診断し，補修，補強

することは我々プレストレスト・コンクリート建設業協会が果たすべき重要な責務と考

えています。 

近年，我が国の道路橋の維持管理に関する社会的要求が急速に高まっています。一斉

に老朽化することが明白な高度成長期に大量整備されたものへの適切な対応，災害や交

通に対する高い安全性の確保，少子高齢化・人口減少の進行によって変化する社会構造

への柔軟な対応が求められています。これらに対して様々な施策が推進されていますが，

2013 年の道路法改正に基づく 5 年毎の近接目視点検がまもなく 3 巡目に入るなど，多

くの維持管理データが収集・蓄積されています。 

このような社会情勢のなか，プレストレスト・コンクリート建設業協会では，PC 道路

橋の効率かつ安全な維持管理の執行のため，補修・補強の分野で多くの新技術や新工法

を開発し適用してまいりました。ここに近年の技術的知見を踏まえた最新の補修・補強

施工事例として紹介いたします。 

PC 構造は，高い圧縮力をコンクリート部材に導入することで外力に抵抗するもので

す。このような観点から，既存のプレストレスを評価するとともに既存 PC 鋼材に悪影

響を与えないよう配慮した断面修復工法，打換え工法，増厚工法，巻立て工法，接着工

法，プレストレス導入工法，拡幅工法を紹介します。また，近年高速道路の大規模更新

事業として盛んに実施されている取替え工法，古い工法で施工されたグラウトに対する

再注入工法，厳しい環境下で用いられる電気化学的防食工法について紹介します。 

 

本書は各工法の施工事例を以下の観点で編纂しました。 

・ 対象読者は，道路管理者・設計会社ならびに建設会社の補修・補強の担当技術者と

し，新技術・新工法の周知を目的としました。 

・ 掲載事例は，工事概要とともに，補修・補強工事前の変状状況や，補修・補強の考

え方，当該工事に対する評価と今後の課題について記載しました。 

 

最後に，本書が PC 道路橋の保全にかかわる技術者に有意義かつ最新の情報を提供

し，PC 橋の健全な運用の一助となることで，社会経済の持続的発展に寄与できれば幸

いです。 
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